
Ⅲ.育 成作業
楽しくt意 味ある作業をしていますか ?

今、転換の時です
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1.育 成作業 (主に哺育)

(!)今 はその本質を知り見直す時期にあります。

とはどのようなものか

哺 育 作 業 の 特 徴

(毎日ある)し かも 1頭ずつの作業

(通常2回)朝と夕方に行なわ|れる|‐■

(気づかい)温 度を計るなどのこまかい作業

(種類が多い)準 備から後片づけまでの作業

(行き来が多い)牛 舎内や周辺の往復作業

(観察が多い)体 調をくずしやすい

(手作業)人 間の手による事が多い

(孤独な作業)1人 でする事が多い  |  |

(天候)ハ ッチの場合は雨、雪、風の日もある

(たまにする作業)糞 出し作業は大変である

・バケツを両手に持つ (ミルク運び)

0重い物をひきずる (仔牛の移動)

・追っかけ回してつかまえる(バラ飼い育成牛)

0重い物をひっくり返す (一輪車使用)

・中腰での作業 (ミルクの調合)

0体 をひねる (狭い施設内)

0ア ンバランスな姿勢 (初回の吸飲等)

・暗い (窓をふさいでしまうため)

・余臭(あらゆる臭いがこびりついてし|るヽ)

`デ ゴボコ (段差あり、柱あり)

・すべる (フン尿処理が未整備)

・ハエ、ヤブカ (小さい虫が多い)

0ド ロ ドロの中を歩 く (外の給餌場等)

親牛の管理 もしながら、更にこ

のような状況下で働いている作業

者の体は壊れて しまったか、その

寸前の所に来ています。 しかも、

経営規模的には、大方の農場では

縮少転換できない道をた どってお

ります。 もう音のような15～20/

＼頭時代のや,方 でtよ|ゆ とりを

生む生活を築けません:.これから

は、力仕事を減らし作業の単純化

・軽質化を図り交替が可能でより

高い報酬が得られる。そんな作業

方法に頭を使って切り替えなけれ

ばなりません

今、この時が

脱皮 (転換)の

時期なのです。

社

会

全

体

で

は

・週休 2日制の定着化

・労働時間の短縮 (目標1,800時間)

・労働力の確保、作業システムの進歩、作

業環境の快適化、各種保障対策の充実等

…労働内容の軽減が計られた結果、余暇

時間が大幅に増え、時間的にゆとりのあ

る生活が実現されつつあります

哺育作業の特徴 に対す る実情

0さ ほ どの作業ではないが休めない

・道具の工夫が少ない

・機械化 しに くい

。個人差が生 じやすい

(仕事に対する気持の持ち方)

0ム ダな作業動線が多い

・手作業は労働評価が低 くみられがち

・婦人にあ らゆる作業が集中 しやすい

・まかせっきりで、技術向上がお くれる

0施設の整備を したがらない (価値観の不足)

。婦人の作業に対する手だすけが少ない

当
地
域
の
酪
農
で
は

・夫婦中心の作業体系で労働力が少ない

。多頭化傾向にある (後戻 りしず らい)

・朝夕の作業時間帯に、学校への送 り迎え

があった りなどして一地域社会 と酪農家

の生活時間がかみ合いません
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2.哺 育育成作業の糞処理と哺乳作業について聞きました

Ql.哺 澤L作業の主な担当者は ?

(複数解答)

Q2.哺 ジL作業を女性が担当

したきっかけは ?

・自然に (なんとな く)

・女性だから

・子育て経験あるから

・腕力がいらない

。母からの引き継ぎ

・細かい仕事だから

・男の人は機械作業があ

るから

〕

Q4.糞 の取 り出しは何日おきですか ?ま たその作業時間はどのくらいですか ?

Q6.糞 出し作業の主な担当者は ?

～育成管理実態調査より～

Q3.哺 育作業はどの様に学び

ましたか

目的意識 と無縁の決め方 勝
しも高いとは…限りませんハ

⑪ 曇

①   [
毎日 2～ 7日おき 8日 趾

育成の手作業
これが意外
に多い

手作業  機 械作業 手 ・機械両方

Q7.幼 児や小中学生が哺育作業を

手伝いますか

手伝う た まに手伝う 手 伝わない

時代の変化で しょうか… ?

《糞の取り出し》

40

ス
■ 28

28

46 18

《作業時間》

毎日では人がイヤ。

長すぎると牛がイヤ。

清潔でかつ簡単にや

《哺育牛》

※他は実習生など

《育成牛》

経営主 43

育成作業の中心は経営主夫婦で、そのうち手作業は女性が

機械作業や力仕事は男性が一という感 じが見えてきますね ?



どうすればもっと納得をして楽しい哺育作業ができるのか。_二

ほ育 ,育成作業には様々な特徴や実情があることがわかってきました。

この作業をあなた自身がど―うとらえ、どう考えて取り組んでいくかによって、同じ作業でも楽

しくやっていくことができるはずです。仕事に対する考え方の参考と|し―て質問の答えを矢印ま

たはYES・ NOの 方向へ進めて下さい。 (番号の場合には該当する所へ読み進めて下さい)

N O

①牛の購入技術を高め
よう。.
。いい牛の見分け方
・タイミングの良い
買い方

その後の所有 してい
る親牛の健康管理技
術を高めよう。

①思いこみはま

ちがいのもと !

⑥で自分の技術

の再認識を

②③、外から情報収集すると

いうあなたの知識欲はす
ばらしいですが、家族に
もきちんと伝える努力を
忘れずに !

哺育作業が

あるE参

ないJ

誰が担当 していま
すか ?

特定の人

みんなで
″
３

仕事の意味をわかって

作業を している

技術は誰から?

① 自  己  流

② 講 習会 ・ゼミナール等

③ 普 及員 ・獣医師 ・農協

職員

④ 経 営 主

⑤ 家 族で話し合う

⑥ ① 以外の全部から

①ヌレ子を売って し

まう。必要な時親

牛を買う。

②人に預ける。

②高い技術を持つ育成セン

ターの充実や哺育センタ
ーの設置を働 きかけよう。

そうすれば安心 して預託

ができます。地域産業の

振興のためにも一。

④⑤酪農の基本はやは

り家族経営です。家

族での話 し合いは何

よりでしょう。ただ

し技術は日進月歩で

す。外からの情報に

も常にアンテナを張
りめぐらして下さい。

担当者は納得 して作業
をしていますか ?

しかたなく  匡=夏〉

責任をもって ↓

YES

共
ー

作業のや り方に

疑間を感 じてい

る。

YES

技術の習得方法が

わからない
″

⑥ さすがです。

様々な情報を

「効率良 く」

利用 し、そこ

に自分の経験

を加えて 「科

学的 ・合理的

な自己流」を

展開する。そ

れが最善です。 「他者を介在 さ

せた自己」これが肝要。あなた

の経営はきっとすばらしいはず



技術を得るためにはこんな方法があるのです。

(主に婦人に向けて)

①情報を得よう。

→ 大切な情報は目の前にあっても意識 しなけれ

ば見のが してしまいます。農協 ・普及所便りに

だってたくさんのヒントが………

②講習会に参加 しょう。

⇒ 知識を得るだけでなく、たくさんの人が集ま

る場を利用 して情報交換だってできます。

最近は婦人の参加率がますますアップ !

③他人のやり方を知ろう。

→ 百聞は一見にしかず。視察に行くだけでなく、

お隣のやり方 に…知 らないことだって…。

④家族の理解を得よう。

→ 酪農経営の立派な担い手である婦人の技術習

得が成功のカギを握っているのでは?

⑤今、子育て中の奥さんへ

→ 今こそ勉強が大切です。

子供と一緒に参加 したり、他に預ける方法を考

え参加 しょう !

家族内で作業技術が統一されていて、誰

がやっても同じ効果を期待できるならば

作業を交代することも可能です。

1)他 産業から来た若妻さんの酪農入門

に。叫 に触ったことのない若妻でも

子牛なら安心。筋の通った技術をきち

んと伝達すれば初心者だって大丈夫。

2)子 供達の仕事として

⇔ 学校の時間に合わせて作業できるし

生き物を扱うことの大切さ、楽しさを

体験させることもできます。

3)お じいちゃん、おばあちゃんに

→ 現役を退いたってまだまだ元気:

何十年というキャリアをうまく生か し

てやってもらうのも経営貢献。

これが何よりの元気の素かも。

作業は仕事に対する考えひとつで楽

しくも、つまらなくもなるものです。

あなた自身が納得 して作業をするた

めに、今までの意識を変えるきっかけ

の意味をこめて示 してみました。

実際の作業内容等の改善に向けての

取 り組み方 作 業 の 転 換 !!

は次頁に一

ほ育作業はほかの仕事に比べて

重要だと思わない。

育成牛やその作業の価値を

1見 直そう !

1)育 成牛は融通のきく大

切な資産、より高い資産

.価値は経営の宝物。

2)3つ 子の魂は 100まで !

2～ 3年後に大輪の花を

咲かせるための苗育てな

のです !

ここでぐるぐるとま

わって しまう人は、

どこか考え方にかん

ちがいがある様です

もう一度じっくり考

えて、解答 し直して

下 さい。

できることなら作業を

誰かにかわってほしぃ。

勧曰の力孝●E
やメデヽ1素t(.―
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4.い ざ取 り組みに向けて

育成作業は、酪農経営をささえる上で、家族と酪農をつなぐパイプ的な役日もはたしています。確か

に、家族のだれもができる作業ではあります。 しかし、その作業がむなしい、せつない労働だけに終

わるようでは、面白くありません。作業方法の見直しに対する具体的な取 り組み方には、多くの可能

性があ り、 しかも実践はさほどむずか しいものではあ りません。

・住宅、搾乳舎、育成舎、飼料庫などの配置

は、作業効率上極めて重要な技術です。

作業中の移動回数が多く、作業効率を

考えた施設の配置になっていますか
・定量哺予L→哺乳期間中は定時に定温のミル

クを定量与えること。

・冷凍初子L利用や室温哺乳など。

・早期離予L→今までよりも離乳を早めること。

・一回哺乳→1日1回の哺子しで、ほぼ今までと同

じような成長が可能なものなら(P106参照)

・簡単です。あなたの考え方を改めれば良い

のです。
・上級の管理は、育成期間を大幅に短縮し、

育成作業を減らします。

・後継牛になるまでに、人に都合のよい生活

習慣を身につけさせる事も育成には含まれ

ています。多くの農場で見られる情性的な育成技術

と、それに伴う作業は有益な後継牛が育た

ないばかりか、作業者t特 に若い人々には、

敬遠されがちなものにしてしまっています。

良い牛を作るためにも、そこで作業する

人にとっても、快適で意欲がわいてくるような作業の実践が必要です。また、作業法の変更等にあた

っては、一部分の改善を1人だけで行うと失敗する事も多いので、家族全員がわかるように総合的な

技術改善を考え、一気に作業方法の転換を計ることが必要でしょう。さまざまな工夫によって、少し

の手作業ですむようになれば、婦人だけに作業が集中する事もなくなり、育成にも本腰を入れて取り

かかれるようになるでしょう。

・作業の単純化、簡便化を計る。

・農場作業者は、定期的に話し合いを持ち、

現場検証し、仲間の仕事を知っておくこと。

このような事思い

当たりませんか

(どのようになっ

ていますか)

・施設や設備に作業が楽にできるような

工夫がなされていますか

・省力化につながる新しい技術の導入を

行なっていますか

・確実で理屈‐にかなった、目的達成を明

確にした作業をしていますか ・病気を引き起こすと、作業と心の痛みが増

えるばかり。

・健康管理のためのチェック表の利用(P75参照)

・本気の観察による異常の初期発見と処置。

・初乳の選択と給与方法。

たかが育成牛という考え方の扱い方を

していませんか (エサと水さえやれば

OKと いう考えはありませんか)

・誰でもできる作業法になっていますか

(かあさんにしかわからない作業では

交替は不可能です)     .
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